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大芸は、［文化をつなくミューンアムー伝統を夫来ヘー」という ICOIVI大会と共遍のテーマの下 ICOM大会

ての言麗言會を踏まえこれからの博物翌か夏に社合方らの要請に応え得る投劉を果たしていくための道合分を考え

る上て＼言威に大きな言義を待つ大会になっ！こ。
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第67回全国博物館大会日本博物舘協会会長 あいさつ
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基調講演「新たな文化庁の挑戦」
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大会概要

主催公益財団法人日本博物館協会

共 催：京都府立京都学・歴彩賠

後榎：文化庁

京都府

京都府敦育委員会

京都市

京都市教育委罠会

協 賛：株式会社インターネットイニンアテイプ

株式会社乃杓工藝社

株式会社円青社

株式会社トータルメデイア開発研究所

東京海上曰動火災保険株式会社

会場：京都府立京都学・歴彩館大ホール

傘9月5日（木）

・開会式

・表彰式：顆彰、棚橋宣、博物朗活動奨励寅、大会決言面起草委員選

出

・基調読演「新たな文化庁の挑戦J
詞師：今里謂（文化庁次長）

特集／第67回全国博物館大会特集蘊

全国博物館フォーラム

講師：田中主一（京都府文化スポーツ部副部長）

講師・春田 寛（京都市教育委員会生涯学習部長）

請師 中川紗央里（国立国会図書碧電子情報部電了情報企画課運

携協力係）

司会：半田昌之 (El本博物館協会専務理事）

，全体会議（大会決謂採択）

•一般公開プログラム

特別謡演1「シンガポールの博物館事情」

講師：チャン・ウィー・ニー（シンガポール国家文物局長・

ICOMシンガポール委員畏）

特別講演2「未釆に向けたミュージアム］

講師・長尾 真（京都大学名誉教授）

記念鼎談［文化をつなくミュージアム～ICOM京都大会の成果を

未来へ～」

謂師：佐々木丞平（京都国立博物朗長、 !COM京都大会2019組

織委員長）

講師：宗田好史・（京都府立大学副学長）

請師＇神居文彰（平等院ミュージアム鳳翔館長）

・閉会

第67回全国博物館大会
日本博物館協会会長 あいさつ

本日、ここに第67回全国博物館大会が開僅されるに当たりまし

て、主催者として一言ご挨拶を申し上げます。

ご来場の皆様にはご多用の中、またお暑い中、この歴彩館にお集

まりを賜り誠に有難うございます。現在、京都国際会館を主会場と

いたしまして、日本で初めてのICOM（国際博物館会議）京都大会

2019が開催されております。国内外より4,500名を超える博物館関

係者が集いまして、歴史的な会議が開かれております。日本からの

参加者も1,800名を超えまして、 100名以上の日本人研究者が、全体

会議での講演や国際委員会等で日頃の成果を発表し、今後の日本の

博物館の国際化にとりましても、記念すべき大会となっておりま

す。この京都大会2019の主催者の一員として誠に喜ばしく存じま

す。

今回の全国博物館大会を開催するにあたりまして、京都府，京都

市の絶大なご協力を賜りましたことに、まずもって御礼申し上げま

す。

又、本日は、文部科学省より永岡桂子副大臣、文化庁より今里誼

次長、京都府より西脇隆俊知事、京都市より門川大作市長、京都府

教育委員会より橋本幸三教育長、京都市教育委員会より春田寵生涯

学習部長にご臨席賜りました。誠に光栄に存じます。このあと永岡

副大臣、西脇知事、門川市長にはご来賓としてご祝辞を賜ることと

なっております。誠に光栄に感ずる次第でございます。

さて、今回の大会は、「文化をつなぐミュージアムー伝統を未来

ヘー」というテーマの下に開催いたしております。これは、先程申

し上げましたICOM京都大会と共通のテーマでございます。今回の

大会は、今後の博物館の振興と博物館制度の在り方等を考える上で

非常に重要な課題について、これからの博物館が、真に社会からの

要請に応え得る役割を果たしていくための道筋を考える意味で、誠

に大きな意義を持つものと考えております。

ちなみに、日本博物館協会の創設に尽力され、「日本の博物館の

父」とも称される棚橋源太郎博士は、日本人で唯一人 ICOMの名
誉会員になられた方ですが、先生の生誕百五十年に当たる本年に、

日本でICOM大会が開催されますことは、．誠に意義深いことでござ

います。

本日は、このあとの基調諮演で、昨年10月から、国の文化・博物

館行政を総合的に所管することとなりました文化庁から、その組織

の京都移転が近づいている時期でもあることも踏まえ、新たな博物

館政策への取組をご紹介いただきます。また、午後の博物館フォー

ラムでは、京都府・京都市および国立国会図書館より、博物館の連

携や情報ネットワークに関するお話しを伺うことになっておりま

す。その後、一般の方々にも会議を公開いたしまして、 ICOMシン

ガポール委員長のチャン・ウィー・ニーさん、それから長尾真京都

大学名誉教授によります特別講演をいただくことになっておりま

す。さらに、 ICOM京都大会の成果を今後につなげるレガシーの創

出について、佐々木丞平ICOM京都大会2019組織委員長、宗田好史

京都府立大学副学長および神居文彰平等院ミュージアム鳳翔舘館長

によります記念鼎談を行い、 ICOM大会での成果を踏まえつつ、今

後日本の博物館が取組むべき方向性についての議論を深めたいと思

います。

大変盛りだくさんの内容でございますが、皆さまにはぜひ最後ま

でお聴きいただければ幸いに存じる次第でございます。

終わりに、本大会開催にあたりましてご共催をいただきました京

都府立京都学・歴彩館、ご後援をいただきました文化庁、京都府、

京都市、および本大会の開催に格別のご援助をいただきました協賛

の企業の皆さま方に対しまして、深く感謝を申し上げますととも

に、本大会が多大な成果をあげられますことを祈念いたしまして、

開会のご挨拶とさせていただきます。

本日は、どうぞよろしくお願い申し上げます。

誠に有難うございます。

令和元年 9月5日

公益財団法人日本博物館協会

会長銭谷奨美
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特某／第67回主国博物館大会特集四

基調請演「新たな文化庁の桃戦」

全国博物館大会の基関請演という非常な大役を仰せ

つかり、本日のプログラムを拝見していると、このあ

と博物館フォーラムや、未来に向けたミュージアム、

文化をつなぐミュージアム等ーいろいろな形での博物

鮪がどのような存在であるべきか、そのためには何を

していくのか、いろいろな議論をしていくのがこの大

会であると認識している。そのような中での皮切りと

して、↓ここでは文化庁の基本的な考えや課題そして

れを鮮決するための取組みについて非常に限られた時

間であるけれども述べさせていただきたいc

手元に配布した資料のタイトルは「新たな文化庁の

挑戦」とあるが、こ承知のように文化庁は令和 3

(2021)年度中に京都に移転する。一部の地方部局で

はなく、本庁が東京以外に移転となるのは中央官庁で

は初めてのことである。このような悠久の都である京

都、そして関西文化圏の中で文化という正に日本の伝

統を屈翡まえて生ぎていく。文化庁がこちらに移転する

ことは非常に意義深いことであり、またその中で新た

なパースペクティブで物事を考えていくことになると

いう意味では、まずは京都への移転が新たな文化庁の

挑戦のひとつであると考えている。ここでは、全体と

して文化庁がこれからどのような役割を果たしていく

のかを連べてみたい。

「文化芸術基本法の制定と文化庁の機能強化」

について

文化芸術基本法とは、平成29(2017)年に文化芸術

振輿基本法というこれまであった法律を改正してでぎ

た法律で、又化芸術の振興にとどまらず、観光、まち

づくり、図際交流、福祉、．教育¥産業その他の各関連

分野の槌策を取り込み、そういった分野と連携して

ウィンウィンの関係でやっていこうということが文化

芸術基本法かできた時に怯律というレヘルで明定され

た。

制度全体としても、文部科学大臣が「文化芸術推進

基本計画」を作成する時には関係府省庁の施策を含む

(7 条• 7条の 2)、そのために関係附省庁で構成する

政府の文化芸術推進会議等の体罰を覧備する (36条・

といった、広い意味での文化芸術の振興を考え

てい〈ために、役所の体制としても横断的なしくみを

ることとなった。
こレオっ
ふ/~、 、京都・・＼の全面的合

文化庁次長

今里譲

文化庁次畏今里譲氏

移転に向け新・文化庁にふさわしい組織改革・機能強

化を図り、文化施策を総合的に推追することを踏ま

え、（l)文化庁が中核となり、我が国の文化行政を

合的に推進。 (2)芸術についての教育に関する事務を

文部科学省本省から文化庁に移管，) (3)博物館に関す

る事務をこれまでの文部科学省生涯学習政策局（総合

教育政策局の前身）に代わり文化庁が一括して所管す

ることになった。このように組織的に一連の事務の一

元化を図ることで、今まであった文化郭や文化財部を

ひとつにまとめ，、構断的に風通し良く進めていくこと

になる（次頁図 1)。

のなかでも先行移転している地域文化創生本部は

開所後にすでに様々な成果を挙げている 3 まず、京都

府。京都市や関西広域連合などをはじめとする地元の

自治体、経済団体、文化芸術関係団体等との交流が進

み、文化庁の京都移転・地域文化創生本部に対する認

知度の向上及び関係者・機関とのネットワーク構築が

進んでいる。また、伝統文化体験の面的な広がりを生

み出す土壌を覧えたり、食文化に関するフォーラムを

開催するなど、文化庁施策に地方視点・現場視点を反

映した取組みを始めている c，更に平成30(2018)年6

月に成立した怯律に羞づき「障害者による文化芸術活

動の推進に関する基本的な計画」を策定し、障害者等

による文化芸術活動の充実に向けても取り組んでい

る。研究者とのネットワークの構築・強化にも力を

れている。平威31(2019)年3月には、地域文化創生

本部と大学コンソーシアム京都との間での連携協定を

締結した。

愕物踪研究 ＼Jo'55 Mo. 9: （'.,Jo.619) 7 



薔文化庁の輯織について 一ーロ
I ←9I しかし• I定負 23 1人 定員 25 3人

長官次長審譲官•文化部長文化尉部長文化財鑑蒼官 長互・玄長次畏蚕謳宜審議官・文化財鑑杏官

I. ----
！長官官房 _J 
----～-----こご二~―---------

畠政策課 文化庁全般の人事樅梢定員、予算顕彰制度

：地域文化剖生本部 ： 
・文化庁全体の総合調整、日本文化の発信．．文化政策調査研究

------—ー・＊一ー・ャー----------

(29. 4より京都に設翫）

＂政策誤

函著作極押

面国際諜

墜企画調整課

醤文化経済へ国際課 ・文化経済戦略など各省との運携頸整
・国際文化交流、国際協力

隕国語課 •国語の改善及びその普及に関すること
0外国人に対する日本語教育に関すること

1に三＿・ーコ 国著作権課•著作者の権秤出版権及び著作隣接権の保展及び利用に関すること
•著作権等に関する条約に関する事務を処理すること

闊芸術文化課

闘国語課

蜀宗務諌

勘文化資源活且息!.不動産である文化資源の活用に関すること
・世界文化遺産・無形文化遺産に閥すること、日本遥産に関すること : 

園文化財第一課 ・建造物以外の有形文化財の調査指定等に関すること

［竺見竺，一9--J

憮形文化財、民俗文化財。文化財保存技術の競査，指定等に剥すること

蘊文化財第二謬・建造物である有形文化財の調査指定等に関すること
・記念物，文化的景観伝統的建造物群保存地区の調査指定等に閉すること

恥宗務退 宗教法人に関する認証等に関すること

聞伝統文化牒

囁美術学芸課

冴記念物課

宗教に関する専門闘技術的な指導及び助言を行うこと

姻参事宮（／□/二竺贔言塁羞;誓贔畠”竺ー／
翌参享官（文化創造担当） ・無形拗茜である文化資源の活用に関すること(※2)

生活文化振興、文化創造支援二文化による地方創生・共生社会推進

闘参事官（建造物担当）

図1

〇全国の博物館は様々な活動を通じて教育得靖耐文化の発展に寄与。

E 館数(H30)｛ま博物館：1,287館で過去最多・,博物館類似施設．4,457館で前回調査より増。学芸員数も過去最多。

U 一館あたり入館者(H29)はJ専物館：11万6,100人 s博物館類似施設：3万8,100人で、いずれも前回調査より増。

館数（館） 学芸員（人） r -館あたり入館者（人）
年度 博物館

博物館 博物館 博物館
博物館 年度 薄物館

類門□□ 類似施設

H'i4 1,120 4,243 I 3,393 2,243 I H13 I 104,372 

17 1,196 4,4181 3,827 2,397 I 16 ! 101,121 

20 1,248 塁 3,990 2.796 I 19 I 102,799 

23 1,262 4,485 I 4,396 2,s91 I 22 I •io1,111 

27 1,256 4,4341 4,738 3,083 I 26 107,437 

3゚ 一凸翌 4伊ハー碑翌＿琴旦J29 "6,096 

図2

〇一方、博物館の更なる向上のため、一層取り組むべき課題あり。

テーマ 取組の進展 状況

財政面 資料購入予算がある館 42% 

資料整理・調査研究 資料収集・保存を計画的に実施する館 43% 

職員の確保日研修 一館当たり職員数 6.3人

うち学芸系職員数 2.1人

学芸系職員を他の研修に派遣 a参加させている館 56% 

情報化への対応 ウェブサイトから目録情報を公開している館 9% 

施設設備 施設のリニューアルを必要とする館 68% 

障害者対応エレベータを持つ館 42% 

類似施設

37,971 

36,401 

36,213 

36,761 

36,051 

38,077 「平成30年度社会敦育調査中間報告」から

「平成25年度日本の博物館総合胴査報告書」から

〇来館者の利便性向上、特にインバウンド受入の対応（開館時間の柔軟化＇•多言語化、キャッシュレス等）も一層の課題。

図3

都道府県・指定都市立

の博物館(154館）

夜間開館 17:00以降開館する館

18:00以降開館する館

多言語化 パンプレットを整備する館

解説板を整備する館
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38% 

'i8% 

51% 

6% 

（夜間開館は「週末のみ」の場合を含む）

「平成30年度文化庁調査」から
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2 「博物館施策の現状と今後の展望」について

(1)現状

［平成30年度社会敦育鯛査中間報告」によると博物

館の館数・学芸員数は過去景多で 1館当たりの入館者

数も前回鯛査よりも増えている傾向にある（図 2)。

そのような中で資料購入の予算の不足、職員の不足、

職員研修の問題等、博物館は多くの課題を抱えている

が（図 3)、その原因はリソースが足りないことに尽

きよう。これらを充実させることによって博物館本来

の欄能を向上させ、魅力的な館になっていくーそのこ

とが他の分野からの評価につながり、 t専物棺のリソー

スを充実させることの必要性を示すという好循鐸ー

「エコシステム」を生み出していかなければならない。

(2)期待される方向性

このような現状のもと、博物館はいかにあるべぎか

を以下に 3つの柱を立てて整理した。

1)子供たちや地域住民への学習槻会の提供、収蔵

品の収集・保存。調査等の着実な取組など、社

芸教育施設・文化施設としての役割を一層充実

させる。これはトラディショナルな本来の博物

館のあるべき姿である。

2)・ストーリー性ある充実した展示により、多くの

人々に、我が国・地域の多様な文化・歴史・風

土への理解を促進、ひいてはインJロウンド受入

れにも貢献する。

3)地域活性化。経済活性化・文化振興の拠点とし

て、各地域の文化と経済の好循環創出にも

する。

(3)今後の取組一魅力ある「博物館」づくりを可能

とする支援

これらのことを前提として今後、文化庁は魅力ある

「博物館」つくりを可能とする支援として、次のよう

な取組を行っていく 0

1)「博物誼政策の検討の場の設置」

博物館政策が文化庁の所管になったことを受けて、

「博物館部会」を新設し、文化審議会で博物飼の総合

的な検討を開始、 10年ぶりに博物館の本格的な論議に

入る。同時にICOM京都大会での国除的な議論を踏ま

え、平成20(2008)年来の博物館法改正に同けての課

題を洗い出していく。

2)「国立館での先進事例。好事例の創出とその横

展開J
東京国立1雲物院「 l、-，.-J＼ク新時代プラン」 (H31.2)、

国立科学博物館「科博イノベーションプラン」 (Rl.7)

に代表される汐革の推進、「文:11~財活用センター］や「科

学系博物館イノベーションセンター」による収蔵品の

活用促進、「文化財防災サポートセンターjの新設な

ど、ナショナルセンターとして全国の博物餡を支援し

ていく。このような取組みにより博物館の魅力を向上

させることで、来館者，収入の増加につなげ、それを

基に更なるサーピス等の充実を図るという好循環を生

み出すことを目指す。

3)「各地の博物館における活動支援の充実」

① ［地域と共働する事業」に関する支援ー博物館を

中核とした文化クラスター推進事業：博物館を中

とした文化クラスターを形成し、地域の歴史、

芸術、自然科学の様々な資源を新たな創造的活動

や事業に結び付け、首長部局を中心とした地域の

主体的。協働的な活動の付加価値を生み出す「文

化政策」と「街づくり政策」を合わせて事業展開

していく。

② ［魅力的な展示，企圃Jに関する支援ー「地域ゆ
かりの文化資産」地方展開促進事業：地方博物館

における、国立博物鮪や三の丸尚蔽餡等が有する

地域ゆかりの文化資産を活附した展示を支援する

とともに、訪日外国人観光客にも分かりやすい多

言語解説や体験聾の展示等の取組を促進すること

により、地方連物館の展示への満足度向上、地方

への誘客・消費の拡大を促し、地域活性化の奸循

環の創出を図る。「日本博」の一層の活用が斯待

される。

③「見せるためのリソース＼モノ。ピト）」に関す

る支援ー博物鮨を支えるのは人である。

専門職員の研修を充実（特に、海外における派遣の

拡充）させると共に、重要文化財の美術工芸品等の収

蔵品に関する修理，修復への支援も行っていく。

4)「槌設翌備の改修・整備」に関する支援

地域の活性化、経済の活性化、文化振興の観点か

ら、意欲ある博物館に対し、予算。税制。閏係雀庁と

の連携施策を通じた支援（新たな制度の創設の検訂）

を行うと共に、博物館で活用可能な他省庁の事業や税

制優遇などの情報を一覧化・提供していく。また、文

化遣産オンライン構想の推進としてジャパンサーチ等

による博物館に関するデジタルアーカイブの内容を充

させると共に、更に登録美術品制度及び美術品袖償

訓度等、美術館支援施策にも取り組んていく。

以上、見てきたように、博物館は色々な形で担うべ

き役割を社会から大ぎく期待されている。それぞれ舘

により置かれている状況は違うが、文化振興はもちろ

んのこと、地域の振興や地域との協働等、、各関連分野

との取組みを進めていただきたい。我々はそのために

，佐要な情報癸信合しつつ、予算や和制の面でも皆様の

支援をしていく所存である。
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